
平成18年度 職員提案｢アイディアオリンピック｣表彰内容 

１ 県の施策に関する提案 

 

【奨励賞】債権回収等の指導等に関する専門グループの新設 

提案者：出納事務局出納第一課 係長 西山 均 

提 案 内 容 表 彰 理 由 

全庁的な視点で県の債権回収業務を統括・サポ

ートするセクションを設け、債権の回収・管理に

関する指導・相談などを行う。 

専門セクションの設置については現時点では

考えていないが、各部局が個別に対応している

債権回収に関する業務について、全庁的な連携

を図り、ノウハウを共有していくことは、回収

率を上げるうえで効果がある。 

※ 最優秀賞・優秀賞：該当なし 

 

２ 業務や事務の改善等に関する提案 

 

【優秀賞】来庁者のための分かりやすい案内板の掲示 

提案者：保健福祉部高齢福祉課 係長 屋代 博文 

提 案 内 容 表 彰 理 由 

各課の各グループに、グループ名を記載した案内

板を天井からつり下げて掲示する。また、天井から

のつり下げ掲示に併せ、ロッカー上にグループ名等

を併せて掲示することにより、来庁者に分かりやす

い案内ができる。 

高齢福祉課にて独自に実施したところ、訪問

先にスムーズに案内可能となる等の効果があ

ったことから、全庁的に実施することにより、

さらなる県民サービスの向上が期待できる。

（軽量のつり下げ案内板の設置については問

題がない旨管財課に確認済み） 

 

 

【奨励賞】県ホームページによる物品、役務の調達に係る一般競争入札公告の実施 

提案者：出納事務局出納第一課 主任 小泉 郁満 

提 案 内 容 表 彰 理 由 

物品、役務の調達に係る一般競争入札の公告は、

政府調達による案件を除き、全て県ホームページ

に掲載する方法のみとし、原則として、県報によ

る公告はしないこととする。 

試行期間を経て、業者への周知を図りながら

実施していくことにより、物品、役務の調達に

係る一般競争入札の公告のスピードアップや、

業者の入札情報へのアクセスの向上が期待でき

る。（県財務規則上は県報以外での公告も可能で

あるほか、公共工事の電子入札は、ホームペー

ジのみでの公告に移行済みであることから実施

可能） 

※ 最優秀賞：該当なし 


